
宮下工業団地

高砂山（邑久町山手）から望む千町平野

美しい眺めの瀬戸内海
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子
ど
も
た
ち
に
は
、
学
力
と
体

を
鍛
え
る
こ
と
と
併
せ
て
心
を
鍛

え
、
家
族
や
友
を
愛
し
、
瀬
戸

内
海
を
眺
め
美
し
い
と
感
じ
る
心

や
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾

け
る
よ
う
な
豊
か
な
感
性
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
私
た
ち
大
人
は
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
自
然
と
調
和
し
、
安
定

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
、
家
族
や

友
人
、地
域
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

他
人
に
対
す
る
敬
意
を
持
つ
こ

と
、
自
立
し
た
人
格
の
形
成
を
目

指
す
こ
と
、
よ
り
健
康
的
な
生
活

の
実
践
を
目
指
す
こ
と
な
ど
、
多

く
の
人
々
に
と
っ
て
の
共
通
で
重

要
な
価
値
を
高
め
て
い
け
る
よ
う

な
人
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
て
、

錦
海
塩
田
跡
地
の
貸
付
料
収
入
を

効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
現
在

国

※

が
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
取
り
組

　
は
じ
め
に

　　
こ
れ
ま
で
、
進
め
て
き
た
瀬
戸

内
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
形
と
な
っ

て
現
れ
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。
日

本
最
大
級
と
な
る
錦
海
塩
田
跡
地

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、図
書
館
、

市
民
病
院
の
整
備
、
企
業
誘
致
の

促
進
な
ど
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
市

に
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
瀬
戸

内
市
の
誇
り
と
な
る
も
の
が
、
い

よ
い
よ
、一
つ
一
つ
見
え
て
き
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
美
し
い

自
然
と
環
境
が
残
り
、
田
舎
で
の

豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
が

築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
所

得
も
農
業
分
野
な
ど
を
は
じ
め
と

し
て
平
均
的
に
高
く
、
優
れ
た
食

材
、
風
光
明
媚
な
自
然
、
治
安
や

交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
豊
か

な
伝
統
、
歴
史
、
文
化
な
ど
に
恵

み
、
永
続
的
に
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
機
構
改
革

　

市
の
重
要
施
策
で
あ
る
錦
海

塩
田
跡
地
活
用
事
業
を
市

※

長
直

轄
組
織
と
し
て
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
主
に
建
設
課
、

産
業
振
興
課
と
連
携
し
、
周
辺

整
備
等
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
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行
政
報
告

平
成
27
年
２
月
定
例
議
会
が
２
月
23
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
解
説
・
備
考

国
が
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

日
本
の
人
口
の
現
状
と
将
来

の
姿
を
示
し
、
人
口
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
の
共
有
を
目

指
す
と
と
も
に
、
今
後
、
取
り

組
む
べ
き
将
来
の
方
向
を
提
示

す
る
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度

と
す
る
今
後
５
カ
年
の
政
策
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
。

市
長
直
轄
組
織

　

市
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
に
、
市
長
の
権
限

に
属
す
る
事
務
を
迅
速
に
遂
行

す
る
た
め
、
部
に
属
さ
ず
、
市

長
の
直
接
命
令
下
に
置
か
れ
る

組
織
。

岡
山
県
東
京
事
務
所

　

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
岡

山
県
の
出
先
機
関
。

ま
れ
た
、
大
い
に
誇
れ
る
ま
ち
で

す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
魅
力

を
さ
ら
に
磨
き
、
地
方
に
暮
ら
す

こ
と
の
豊
か
さ
を
私
た
ち
自
ら
が

実
感
し
、
大
都
市
や
市
外
で
暮
ら

す
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
心

の
中
に
、
瀬
戸
内
市
の
こ
と
を
よ

く
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
だ
と

思
う
こ
と
、
地
域
を
愛
す
る
気
持

ち
を
さ
ら
に
育
む
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

産
業
建
設
部
錦
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
課
と
し
て
引
き
続
き
事

業
の
推
進
を
図
り
、
市
の
魅
力
・

認
知
度
の
向
上
お
よ
び
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
産
業
建
設
部
企
業
立
地

課
は
平
成
24
年
度
に
市
内
３
カ
所

の
企
業
誘
致
を
同
時
進
行
で
推
進

す
る
た
め
創
設
し
ま
し
た
が
、
既

に
２
カ
所
で
企
業
誘
致
に
成
功
す

る
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
同
課
は
廃
止

し
、
工
業
団
地
造
成
業
務
に
つ
い

て
は
、
産
業
建
設
部
産
業
振
興
課

内
に
新
設
す
る
企
業
立
地
推
進
係

で
引
き
続
き
業
務
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
活
動
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
平
成
27
年
度
か

ら
岡

※

山
県
東
京
事
務
所
に
職
員
を

派
遣
し
、
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
、
６

※

次
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
も
の
づ

く
り
の
支
援
、
女
性
な
ど
の
創
業

支
援
、
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
を

図
る
た
め
、
産
業
建
設
部
産
業
振

興
課
内
へ
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
を
新
設
し
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略

　
平
成
26
年
11
月
に
「
ま
ち
・
ひ

と・し
ご
と
創
生
法
」
が
成
立
し
、

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
は
、
東
京
一
極
集

中
を
是
正
し
、「
し
ご
と
の
創
生
」

と
「
ひ
と
の
創
生
」
の
好
循
環
を

実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
２
０
６
０

年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
維
持

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
合
戦
略
で
は
、
平
成
27
年

か
ら
平
成
31
年
ま
で
の
５
年
間
の

政
策
目
標
・
施
策
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
本
市
と
し
て
も

「
地

※

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
地

※

方
版

総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
た
め
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
組
織
と
し
て
、

２
月
13
日
に
幹
部
職
員
で
構
成
す

る
「
瀬
戸
内
市
太
陽
の
ま
ち
創
生

本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
全
庁
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
地
方
も
競
争
の
時
代
に
入
っ
て

お
り
、
一
生
懸
命
努
力
し
た
と
こ

ろ
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す

る
と
こ
ろ
に
、
国
も
積
極
的
に
財

政
、
情
報
、
人
的
な
支
援
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
総
合
戦

略
」
に
基
づ
く
国
の
財
政
支
援
に

加
え
、
錦
海
塩
田
跡
地
の
貸
付
収

入
も
有
効
に
活
用
し
、
定
住
、
子

育
て
、
教
育
な
ど
瀬
戸
内
市
独
自

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
Ｊ

Ｒ
６
社
と
地
方
自
治
体
、
観
光
事

業
者
な
ど
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
平

成
28
年
春
（
４
～
６
月
）
に
行

う
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ

り
、
岡
山
県
で
は
、
平
成
19
年
以

来
の
大
き
な
観
光
対
策
事
業
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
や
Ｊ
Ｒ
、
各
市

町
村
担
当
者
な
ど
で
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
多
く
の
人

に
岡
山
県
内
の
魅
力
あ
る
観
光
地

を
知
っ
て
、
訪
れ
て
も
ら
う
た
め

の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
瀬
戸

内
市
も
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
べ
く
地
域
の
人
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
地
域
の
魅
力

を
宣
伝
す
る
観
光
大
使
と
な
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
、
地
域

の
食
材
を
使
っ
た
「
食
」
で
人
を

呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り
、
宣
伝

ア
イ
テ
ム
の
作
成
、
都
市
部
で
の

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
本
番
に
備

え
た
準
備
・
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　

首
都
圏
に
お
け
る
情
報
の
受

発
信
と
本
庁
業
務
支
援
、
独
自

の
事
業
展
開
な
ど
の
た
め
、
国

な
ど
と
の
連
絡
調
整
、
首
都

圏
に
お
け
る
事
業
展
開
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

行
う
。

６
次
産
業

　

農
林
水
産
業
を
、
本
来
の
第

１
次
産
業
に
加
工
（
第
２
次
産

業
）、
流
通
・
観
光
・
サ
ー
ビ

ス
（
第
３
次
産
業
）
を
加
え

た
総
合
産
業
と
し
て
捉
え
た

も
の
。

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

戦
略
を
勘
案
し
つ
つ
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
人
口
の
現
状

を
分
析
し
、
人
口
の
将
来
の
展

望
を
提
示
す
る
も
の
。

地
方
版
総
合
戦
略

　

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
て
、
今
後
５
カ
年
の
目
標
や

施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

な
施
策
を
ま
と
め
る
も
の
。

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・

主
体
性
を
発
揮
し
、
地
方
の
実

情
に
沿
っ
た
地
域
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
る
。

晴れの国おかやまデスティネーション
キャンペーンロゴマーク



クリーンセンターかもめの樹木粉砕機

「地域おこし協力隊」は、人口が減少する地方において、都市地域の人材を地
方自治体が受け入れ、地域力の維持・強化を図る総務省の事業です。瀬戸内
市で公募し採用した３名は、協力隊としての活動と活動期間（３年間）が終
了した後も地域に根差すための基盤づくりに奮闘中です。このページでは、
３人の今までの成果、進行中の事業、今後取り組みたいことや抱負などを語っ
てもらいます。

三
木　

瀬
戸
内
市
を
知
る
！
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

出
会
い
、
素
敵
な
ご
縁
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
黒
田
官
兵
衛
関
連
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
、市
役
所
内
の
サ
イ
ン（
案

内
）
計
画
、
オ
フ
ィ
ス
改
善
、
ブ
ラ

ン
ド
事
業
、
市
民
団
体
へ
の
支
援
、

寒
風
陶
芸
会
館
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業

務
、
福
岡
地
区
で
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
市
の
魅
力
向
上
の
た
め

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
活
用

な
ど
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
社
会

的
な
動
向
（Fablab

な
ど
）
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、「
も
の
を
つ
く

る
、
生
み
出
す
」
過
程
で
得
ら
れ
る

喜
び
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
る
環

境
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ものづくりで
　　人と人をつなぐ

3D プリンタを活用したものづくり事例

地域おこし協力隊　み　 き　 ひ ろ の り

三木裕紀
昭和 51 年生まれ、
長船町福岡在住

   あ  さ  い    か つ と し

浅井克俊
昭和 49 年生まれ、
邑久町山田庄在住

  き  く  ち     と も か ず

菊地友和
昭和 46 年生まれ、
邑久町山田庄在住

菊
地　
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
て
か

ら
2
年
半
、
任
期
も
半
年
を
残
す
ば

か
り
か
と
思
う
と
、
時
が
経
つ
の
は

早
い
も
の
で
す
。

　
裳
掛
地
区
の
活
性
化
、
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
準
備
室
の
お
手

伝
い
な
ど
、
自
分
が
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針

が
全
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と

に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
方
針
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
最
大
の
支
援
が
約
束
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
費
用
、
人
脈
な
ど

を
確
保
す
る
の
も
役
割
の
一
つ
に

な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
任
期
満
了
後
も
裳
掛
地
区
の
活
動

を
続
け
る
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

楽しみながら地域
活性化に取り組む

JOIN 移住・交流フェスタに出展し、裳掛地区をＰＲ

浅
井　
僕
の
任
期
は
今
年
の
９
月
末

ま
で
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
古
民
家
の
修
繕
や
瀬

戸
内
市
特
産
品
の
開
発
、
瀬
戸
内
市

発
ブ
ラ
ン
ド
（Setouchi Kirei

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
の
お
手
伝

い
、
本
や
ア
ー
ト
系
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
任
期
満
了
後
の
自
立
に

向
け
て
、
自
身
の
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　
私
生
活
で
は
、
移
住
し
た
と
き
に

は
幼
稚
園
の
年
少
組
（
３
歳
）
だ
っ

た
息
子
が
、
こ
の
春
に
小
学
生
に
な

り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
て
、
一
番
良
か
っ
た

の
は
、
家
族
と
の
時
間
が
増
え
、
息

子
と
過
ご
す
時
間
も
多
く
持
て
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

市の魅力を再発見、
そして発信

ままチョビ（ままかりのアンチョビフィレ風）
ＰＲポスターから

に
語ってもらいました
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市
長
特
別
枠
事
業

　

今
後
の
少
子
・
高
齢
化
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
、
さ
ら
に

は
人
口
減
少
へ
対
応
す
る
た
め

の
人
づ
く
り
事
業
。
各
部
局
か

ら
新
た
な
事
業
を
募
り
、「
協

働
事
業
」「
公
共
交
通
対
策
」「
ブ

ラ
ン
ド
推
進
事
業
」「
情
報
発

信
事
業
」「
次
世
代
音
楽
マ
イ

ス
タ
ー
創
出
事
業
」
の
５
事
業

を
「
市
長
特
別
枠
事
業
」
と
し

た
。財
政
調
整
基
金
か
ら
の
２
、

９
９
８
万
５
千
円
の
繰
入
金
を

財
源
と
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
事
業

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
体
か
ら

の
錦
海
塩
田
跡
地
貸
付
料
収
入

を
原
資
と
す
る
太
陽
の
ま
ち
基

金
を
活
用
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

事
業
」。太
陽
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ま
ち
づ
く
り
実
施
方
針

に
基
づ
き
提
案
の
あ
っ
た
「
小

学
校
35
人
学
級
化
」「
小
中
学

校
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用
」「
市

道
錦
海
師
楽
線
外
整
備
」「
不

育
治
療
費
助
成
」
の
４
事
業
に

対
し
３
、７
０
０
万
円
の
特
別

枠
を
充
て
る
。

古
布
（
こ
ふ
）

　

不
要
に
な
っ
た
一
般
的
な
衣

類
・
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算

　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
持

続
可
能
で
自
立
性
の
高
い
財
政
運

営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
中
期

財
政
計
画
に
基
づ
く
各
部
署
へ
の

一
般
財
源
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予

算
要
求
に
、「
市

※

長
特
別
枠
事
業
」

と
太
陽
の
ま
ち
基
金
繰
入
れ
に
よ

る
「
ま

※

ち
づ
く
り
事
業
」
を
加
え

た
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は

１
６
１
億
７
、１
０
６
万
６
千

円
で
、
前
年
度
予
算
よ
り
も

３
億
３
、８
４
７
万
５
千
円
の
増

額
で
、
財
政
計
画
と
比
較
し
て

も
約
３
億
２
千
万
円
の
増
額
と

な
り
合
併
後
最
大
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
主
に
国
県
の
新
規
制
度

へ
の
対
応
や
社
会
保
障
費
の
増
額

に
よ
る
物
件
費
・
扶
助
費
・
繰
出

金
の
増
加
と
、
２
つ
の
特
別
枠
事

業
費
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
財

政
計
画
を
上
回
る
額
と
な
っ
た
も

の
で
、
太
陽
の
ま
ち
基
金
か
ら
の

繰
入
れ
の
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
３
億
２
千
万
円
の
繰
入
れ
を

行
う
こ
と
で
収
支
の
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

長
船
水
源
地
の
施
設
更
新
整
備

　
早
急
な
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
長
船
水
源
地
の
基
幹
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
３
年
間
か
け
て
施
設
更
新
整

備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設

　
新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

本
体
工
事
に
係
る
入
札
を
本
年
２

月
13
日
に
公
告
し
、
３
月
12
日
に

国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
実
施
し
て

い
る
国
保
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
受
診
希
望
者
が
年
々
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度

は
定
員
数
を
増
や
し
、
希
望
者
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
が
行
き
届
く
よ

う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
か
ら
人
間

ド
ッ
ク
実
施
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
度
は
後
期
人

間
ド
ッ
ク
を
新
設
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
人
へ
の

健
康
増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量

　
平
成
27
年
度
に
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
か
も
め
の
樹
木
粉
砕
機

（
チ
ッ
プ
マ
シ
ン
）
を
大
型
機
に

更
新
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
２
倍
の
直
径
約
20
㌢
ま

で
の
剪
定
枝
の
処
理
が
可
能
と
な

り
ま
す
。剪
定
枝
を
粗
大
ご
み（
可

燃
）
の
日
に
集
積
所
で
収
集
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

と
ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
を

図
り
ま
す
。

入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
病
院
医
療
情
報
機
器
等
整
備
支

援
業
務
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
業
者
選
定
を
行
い
、

２
月
16
日
に
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

35
人
学
級
対
応
臨
時
雇
用
事
業

　
少
人
数
学
級
で
の
教
育
に
よ
る

学
力
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て

「
35
人
学
級
対
応
臨
時
雇
用
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　
文
部
科
学
省
は
少
人
数
学
級
の

推
進
計
画
に
よ
り
、
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
全
学
級
で
35
人
学
級
を

実
施
す
る
計
画
で
し
た
が
、
小
学

校
１
年
生
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
岡
山
県
は
独
自
に
小
学
校
２
年

生
を
35
人
学
級
に
す
る
学
級
編
成

基
準
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
小
学
校
３
年
生
以
上

の
学
年
で
は
原
則
と
し
て
40
人
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
全
小
学
校

に
お
い
て
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
全
て
の
学
級
を
35
人
以
下
の

学
級
に
編
成
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、「
古

※

布
」
も
、
粗
大
ご

み
（
可
燃
）
の
日
に
各
集
積
所
で

回
収
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
リ

サ
イ
ク
ル
化
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。


